
令和8年 署・業種別死亡災害発生状況 ( 現在 )

広島労働局
増減率

％

広島中央 5 4 -4 11 (1) 4 -64%

呉 1 2 2

福  山 5 1 1 1 3 -100%

三  原 2 (1) -100%

尾  道 1 1 1 1 4 2 -50%

三  次 3 (1) 2 -2 農林業 1 1

広島北 2 (1) 2 (1) 1 1 -1 商　業 2 -100%

廿日市 5 2 1 1 -1 清　掃 1 +∞ 

合 計 22 (2) 11 (1) 4 2 2 -7 そ の 他 -

（注１） （ ）は交通事故で内数。 （注２）業務上外、労働者性等調査中のものを含む場合があります。 最終発生日

20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 R1年 Ｒ2年 R3年 R4年 R6年

全 産 業 41 19 31 30 31 28 24 24 18 31 28 23 14 9 27 18

製 造 業 19 5 10 6 5 5 5 5 6 8 12 10 5 3 5 2

建 設 業 7 4 7 8 7 9 8 3 4 8 7 4 2 2 7 7

運輸交通業 4 2 4 10 4 4 1 4 2 4 5 6 6 6

※新型コロナウィルス感染症による死亡災害を除く
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※令和8年1月1日から令和8年7月31日までに発生した死亡災害について、令和8年8月7日までに報告があったものを集計したもの
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広島労働局

№
発生
月

業種 性別 職　種
経験

(年数)
事故の型 起因物 災害発生状況

1 4月 製造業 男 50 代 管理者 28
はさま
れ、巻き
込まれ

その他の
動力運搬
機

エレベーターの昇降路に挟まった荷物を取ろうとしてエレベーターの搬
器に乗り込んだ際、搬器が落下し、搬器と昇降路の間に挟まれた。

2 5月 農林業 男 60 代 作業員 10 激突され
チェーン
ソー

チェーンソーを使用して伐採していたところ、倒れてきた木の下敷きに
なった。

3 5月
清掃・と

畜業
男 70 代

廃品回収
員

0
墜落・転
落

トラック
古紙資源回収ボックス内の古紙をトラック荷台に積み込む作業中、被災
者が荷を均すため荷台に上った際、バランスを崩して地面に墜落した。

4 6月 製造業 男 40 代 鋳物工 31
はさま
れ、巻き
込まれ

その他の
一般動力
機械

被災者は、停止中の製造ラインにおいて、台車に載せた鋳型製造用の金
型を点検していたところ、レール上にあった別の台車が動き出し、轢か
れた。

令和８年  死亡災害発生状況 

年齢（十
歳代）


